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大きく変わる東部､矢切地区

北総開発鉄道

矢
切
の
渡
し
か
ら
少
し
市
川
寄
り
に

行

く
と
、
台

地
を
ト
ン

ネ
ル

で
抜
け
て

西
へ

向

か
っ

で
延
び

る
、
北

総
開
発
鉄

道
の
工

事
中

の
高
架
部
分
が

見
え
て
く

る
。

江
戸
川
に
も
真
新
し
い
鉄
橋
が
架
か

っ

た
。
北
総
開

発
鉄
道
は
、
干

葉
ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン
中
央
駅
～
北
初
富
駅
間
（
十
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
で
す
で
に
営
業
を
開
始
し
て
い
る

が
、
都
心
に

乗
り
入
れ

る
た
め
に

、
新

鎌
ヶ
谷
駅
（
現
在
は
北
初
富
駅
）
～

京
成
高
砂
駅
間
（
1
1
.
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
工

事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

完
成
は

平
成
三

年
の
予
定

。

工

事
区
間
の

う
ち
、
松
戸
市

部
分
は

7
.
3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
紙
敷
か
ら
秋
山
を
通
り
一
度
市
川
市
の

北
国
分
に
出
て
、

、栗
山
、
矢

切
へ

と
抜
け
て

く
る
。

市
内
に
は

新
た
に

、
新
大
町

・
関
台

駅
、
紙
敷

駅
、
秋
山
駅
、
矢

切
栗

山
駅

（
駅
名
は
い

ず
れ

も
仮

称
）
の
四

つ
の

駅
が
誕
生

す
る
。

そ
れ
に

伴
っ

て
、
新
駅
周

辺
の
都
市

整
備
事
業

も
始
ま
っ

た

。

紙
敷
駅
、

秋
山
駅
周
辺
に
つ
い

て
は
、

す
で
に
区

画
整
理
事
業
の

認
可
が

あ
り

て
い
で
、

残
り
の

二
つ
の

駅
周
辺

も
整

備
へ

向

け
て
の

手
続
き
が

進
め
ら

れ
て

い

る
。

四

つ
の
新

駅
を
中
心
に
、
東

部
、
矢

切
地
区
は
大

き
く
変
ぼ
う
し
つ
つ

あ
る
。

都
心
へ

直

通
の

足
と
し
て
、
新
し
い

街
づ
く
り
の
核

と
し

て
、
北

総
開

発
鉄

道
の

全
線
開
通
が

待
か
ね
て
い

る
。

水　緑　　文化

松戸駅市民ギャラリー

期　 間 １月20 日まで 1月20 日～2 月３日

東
ギ
ャ

ラ
リ
Ｉ

小堀二三男

松戸の土による

作陶展

ファミリー

フォトグルッペ

写真展

西

ギ
ャ

ラ
リ

｜

大井藤一郎

ヨーロッパ風景

素描展

中 野 順 夫

日 本 画 展

問い合わせは社会教育課成人教育係へ

手数料･保険料･各種税

今

月

の

納

期

は

固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
四

期
納
期
限
）・
＝
１

月
3
1日

国
民
年

金
保
険
料
二

月
分

国
民
健
康

保
険
料
・
＝
第
八
期
分

事
業
所
税
・
＝
十
一
月
決
算
の
法
人
と

1
1
月
中
に
事
業
所
用
家
屋
を
新
・

増
築
し

た
建
築
主
は
一
月
が
申
告
納

付

月
で

す
。

早
め
に

納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す

。

安全・確実な
口座振替のご利用を

市

役

所

に

は

電

車

や

バ

ス

で

二

月
・
三
月
は
、
市
役
所
の
駐
車
場

が
大

変
混
雑
し

ま
す
。
ご
来
庁
の
際
に
は
、
電
車

・
バ
ス

な
ど
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

広報
市のようす（1 月１日現在）

・ 人口　454,703 人　　(+  372)

男　230,944 人　　　(  + 159)

女　223,759 人　　　(  + 213)

・ 世帯　157,087　　　(  + 173)

（
）
は
前
月
比

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

１月

２月

第
十
三
回
松
戸
市
小
中

学
校
造
形

作
品
展
・
＝
１

月
１７

日
～
2
1日

第
三
十
回
松
戸
市
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
初
展
＝
・
１

月
2
4日
～
2
8日

明

る
い

選
挙
習
字
作

品
展
＝
・
１

月
3
0日
～
２
月
４
日

休
館
日
＝
・
月
曜
日

・
祝
日

開
館
時
間
・
・
牛

前
1
0時
～

午
後
６

時

※
初
日

お
よ

び
最
終
日

は
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル
　
6
7
ー
7
8
1
0
番
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小金北中学校の
学区が決定

同
時
に
新
松
戸
北
・
南
中
学
校
の

学
区
の
一
部
を
変
更

四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
小
金
北
中
学
校
の
開
校
（
小
金
中
学
校
か
ら
分
離
）
に

伴
い
、
同
校
の
学
区
の
設
定
と
、
小
金
中
学
校
、
新
松
戸
北
中
学
校
、
新
松
戸
南
中

学
校
の
学
区
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
が
、
学
区
審
議
会
の
答
申
を
得
て
教
育
委
員

会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

小
金
北
中
学
校
の
新
設
に
よ
り

下

図
の

と
お
り
学
区
が
変
更
さ
れ

ま
す
。

対
象
と
な
る
生
徒
は
次
の
と
お

り
で

す
。

小
金
北
中
学
校
・
＝
平
成
二

年
度

の
学
年
編
制
は
第
一
学
年
と
第

二
学
年
だ
け
で
す
。
従
っ
て
図
の

④
の
区
域
内
に
居
住
し
、
平
成

二
年
度
に
第

一
学
年
に
入

学
す

る
生
徒
と
第
二
学
年
に
進
級
す

る
生
徒

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

新
松
戸
北
中
学
校
か
ら
小
金
中

学
校
に
学
区
変
更
・
＝
図
の
B
の

区

域
内
に

居
住
し
、
平
成
二
年

四

月
、
新
た
に
中
学
に
入
学
す

る
生
徒

と
同
年
四
月
一
日
以
降

に

同
区

域
内
に
転
入
す

る
生
徒

が
対
象
に

な
り
ま
す
。

新
松
戸
北
中
学
校
か
ら
新
松
戸

南
中
学
校
に
学
区
変
更
　

図
の

C
の
区
域
内
に
居
住
し
、
平
成

二

年
四

月
、
新
た
に
中
学
校
に

入
学
す
る
生
徒
と
同
年
四
月
一

日

以

降

に

同

区

域

内

に

転

入

す
る
生
徒
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

新
松

戸
南
中
学
校
か
ら
小
金
中

学
校
に
学
区
変
更
・
＝
図
の
D
の

区
域
内
に

居
住
し

、
平
成
二
年

四
月

、
新
た
に

中
学
校
に

入
学

す

る
生
徒
と
同
年
四

月
一
日
以

降

に

同
区

域

内
に

転

入

す

る

生
徒
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
図
の
B
・
C
・
D
の
区
域
に
居

住
し
、
現
在
新
松
戸
北
中
学
校

ま
た
は
新
松
戸

南
中
学
校
に
在

学
し
て
い

る
生
徒
は
、
そ
の
ま

ま
同
じ
中
学
校
に
通
学
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

学
区
変
更
の
対
象
と
な

る
児
童

・
生
徒
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
に

は

、
現
在
在
学
し
て
い
る
学
校

を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
・
・・
教
育
委
員
会
学
務
課
学

務
係

今
春
四
月
、
新
た
に
小

金
北
中

学
校
が
開
校
し

、
小

学
校
は
四

十

七
校
、
中

学
校
は
二
十

一
校
に
な

ねたきり老人の入浴に

市
で
は
家
庭
で
の
入
浴

が
困

難
な
ね
た
き
り
老
人
に

ホ
ー
ム

ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し

、
入
浴

サ

ー・
ビ
ス
を
行

っ
て

き
ま
し

た
。

こ
の
サ
ー

ビ
ス

を
強
力
な
も

の

に
す
る
た
め
、
今
月
か
ら
松

戸
市
医
師
会
の
協
力

を
得
て

、

移
動
入
浴
車
に
よ

る
入
浴
介
護

事
業
を
行
い
ま
す
。

対
象
は
、
お
お
む
ね
六
十
五

歳
以

上
の
、
家
庭
で
の
入
浴
が

困
難

な
ね
た
き

り
老
人
で

す
。

看
護
婦

が
付

き
添

い

安
心
し
て
入
浴
で

き
ま

す

入
浴

を
希
望
す

る
人

は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
の

診
断
書

を

添
え
て
お
せ
わ
課
へ
申
請
し
ま

す
。
こ
の
申
請
を
も
と
に

、
地

区
担
当
の
看
護
婦
が
状
態
を
尋

ね
に
う
か
が
い
ま
す
。

入

浴
が
可

能
で

あ
る
こ
と
を

確
認
し
、
当
日
は
看
護
婦
が
付

き
添
い

、
移
動
入

浴
車
か
ら
家

庭
内
に

給
湯
し

、
入
浴
サ
ー

ビ

ス

を
行

う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

費
用
　
前
年
度
の
所
得
税
課

税
額
に
よ
り
二
百
円
～
六
百

五
十
円

（
一
時
間
当
た
り
）

※
前

年
度
所

得
税
が
非
課
税
の

世

帯
は
無
料
で

す
。

詳
細
…
お
せ

わ
課

映
画
人
形
と
お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入

場
無
料
・
三

～
九
歳
く
ら
い
が

対
象
）

テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
「
で

ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

6
3１
９

９
９
９
番

２
日
（

金
）

２

月
１
日
（

木
）

2
6日
（
金
）

１
月
2
5日
（

木
）

期
　
　

日

常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー

古
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ
ー

馬
橋
東
市
民
セ
ン

タ
ー

稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー

会
　
　
　
　

場

午

後

３

時

～

４

時

時
　
　
　
　

間

※

定
員
に
な

っ
た
場
合
は
入

場
を
お
断
り
し

ま
す
。

詳
細
・
＝
市
立
図
書
館
6
5
ー
5
1
1
5
番

松戸駅市民ギャラリー

申込受付と説明会

市立保育所臨時保母募集　　｜老人介護ボランティア養成教室

1〉日 時…１月29 日( 月)午 後６時

30分から

【〉会場…市役所議会棟 ３階特別

委員会室

〉持ち物…筆記用具・印鑑

※３月下旬～６月下 旬の展示に

ついて、申し込みを受 け付け

ます。空きがある場合は、１

月31 日(水) か ら社会教育課で

電話受け付けし ますO

〉詳細…社会教育課成人教育係

〉職種 …①代替保母( 有 資格者) １

②延長保育保母　　　　　　　l

〉勤務時間…①午前８時30 分 ～　｜

午後５時( 土 曜日は午後 Ｏ時　1

30 分 まで) ② 午前７時30 分 ～　ｊ

９時と午後４時～６時30分　　｜

ぱ 曜日は正午～午後５時)　 ｉ

E〉詳細…保育所課保育指導係

期日 内　 容 時　問 会　場

2/1
木
ｂ

ボランティアの心

(ボランティア活動

をはじめるにあたつ

て)

午後１時30分

～３時30分 社会福祉

協議会

２
金 老人の心身の特徴
車イスの扱い方

午前10時

～ 午後３時

５
月 特別養護老人ホーム

南花園見学

特別養護
老人ホーム
南花園６

火

８
木
福祉映面
ネットワーク事業に
ついて

午後1時30分

～３時30分

社会福祉

協議会

l〉申込み…１月29 日(月)までに、

電話で社会福祉協議会(B68

～0503番)へ

費用…無料

定員…先着30人

今
春
の
小
中
学
校
入
学
者
は

約
一
万
二
千
二
百
人

入
学
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

り
ま
す
。

小
学
校
に
入

学
す

る
お
子
さ
ん

（
昭
和
五
十

八
年
四

月
二
日
か
ら

今 日 か ら
一 年 生( 昨

年 の 新 松 戸 西 小 学 校 の 入 学 式)

五
十
九

年
四
月
一
日
ま
で
の

間
に

生
ま

れ
た
幼
児
）
は
、
約
五
千
六

百
人
で

す
。

中
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん

平
成
二
年
三
月
に
小
学
校
を
卒

業
す
る
児
童
）
は
、
約
六
千
六
百

人
で

す
。

入
学
通
知
書
は
、

一
月
下
旬
に

各
家
庭
に
郵

送
す
る
予
定
で

す
。

該
当
す

る
お
子

さ
ん
が
い
て

通
知

書

が
届
か
な
い

場
合
に
は

ご
連
絡

下
さ
い

。

詳
細
・・
・
教
育
委
員
会
学
務
課
学

務
係

市
立
幼
稚
園
児
を
再
募
集

再
募
集
人
員
・
＝
中
部
小
学
校
附

属
幼

稚
園
＝

約
百
七
十
人
、
小

金
小

学
校
附
属
幼
稚
園
＝
約
百

三
十
人

※
い
ず
れ
も
1
年
保
育
で
す
。

詳

細
・
＝
中
部
小

学
校
附
属
幼
稚

園
6
3
－
2
5
6
9
番
、
小
金

小
学
校
附
属
幼
幼
稚
園
4
1
ー
２

０
０
３
番
、

教
育
委
員
会
学
務

課
学
務
係

小金北中学校等の学区図

移動入浴車入浴車を導入

平
成
2
年
度

※５日･６日は､受講生を２班に分けて､どちらか１日実施します。



平成２年７月２０日広報まつど

市長の窓

昭和60年中の

資格取得者に郵送

老
人
保
健
法
に
よ

る
医

療
受
給

者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で

、

有
効
期
間
が
今
年
の
一
月
三
十
一

日
で
満
了
と
な

る
人
は

、
一
月

中

に
健
康
手
帳
・
医
療
受
給

者
証
が

更
新
に
な
り
ま
す
。

今
回
更
新
に
な

る
人
に

は
、
新

し
い
健
康
手
帳
と
医
療

受
給
者
証

を
一
月
下

旬
に

郵
送
し

ま
す
。

新
し
い
医
療
受
給

者
証
の

有
効

期
間
は

、
平
成
七

年
一
月
三
上

日
ま
で
の
五

年
間
で

す
。

な

お
、
今
ま
で
使
用
し
て
い

た

医
療
受
給

者
証
は

、
市
役
所
老
人

保
健

課
ま
た
は
各

支
所
に

お
返
し

下

さ
い

。

※

該
当
す
る
人
で
、
届
か
な
か

っ

た
場
合
は
、
老
人
保
健
課
ま
で

連
絡
し
て

下
さ
い
。

こ
ん

な
と

き
は

医
療
費

が
支
給
さ
れ
ま
す

次
の
よ
う
な
場
合
、
医
療
費
の

一
部
ま
た
は
全
額

が
支
給

さ
れ
ま

す
の
で

、
申
請
し
て
下
さ
い

。

①
緊
急
や
む
を
得
な
い
事
情
で

、

健
康
手
帳
・
医
療
受
給

者
証
と

保
険
証
を
持
た
ず
に
受
け
た
治

療
費

②
付
添
看
護
料

（
基
準
看
護
病

院

を
除
く
）

--

床下薬剤散布

床下や畳に発生しやすいノミ・ダニなどの発生を

防ぐ床下薬剤散布を２月５日(月)から６月20日(水)

までの予定で行います( 日程は、順次広報に掲載し

ます)。

当 日は、市職員が各家庭を回り、薬剤を床下の通

風囗から散布します。

小鳥や金魚などの動物を飼っている人は、念のた

め外に出しておいて下さい。

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

③
コ
ル
セ

ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
装

具
代

④
あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
、

き
ゅ
う
の

施
術
費

⑤
移
送
の

費
用

⑥
生
血
の

費
用

※

②
～

⑤
は
、
医
師
が
必
要
と
認

め
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
にか

か
る
と

き

お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

）は午後に実施

表

（

程日

老
人
保
健
に
よ

っ
て

交
付

さ
れ
た

「
健
康
手

帳
・
医

療
受
給
者
証
」

と
「
保
険

証
」
の
両

方
を
、
必
ず

医
療
機

関
の

窓
口
に

提
示
し

て

診

療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
受
給
者

が
転
出
し
た

り
、
お
亡

く
な
り
に
な

っ
た
と

き
は
、
医

療
受
給
者

証
の
返
還

を
、
ま
た

加
入
し
て
い
る
保
険
に

変
更
が

あ
っ
た
と
き
は
、
必

ず
届
け

出

を
し
て
下

さ
い
。

詳
細
・
＝
老
人
保
健
課

期 日 散　布　町　 会 （自　 治　会）

2/5 月) 栗山第１ ・第２ 、下矢 切若葉町、上矢 切第１

６(火) 中 矢切、下矢切 栄町 、（下矢 切日 松会）

７(水) 上矢切第２ ・第３、（下矢切睦 会）

８(木) 柿ノ木台

９金 下 矢切第１ ・第２ ・第３

13(火) 二十世紀が丘､三矢小台３丁目、（ 大橋東､大橋南､中松町）

14(水) 大橋

15木 秋山、秋山団地、（秋山南、効外大橋）

16金 紙敷新田、紙敷中内薄浦

I７(土) 河原塚南、河原塚南山

19(月) 高塚新田

20(火) 高塚新田、紙敷向新橋

21(水) 和名ヶ谷

22木 河原塚第り・第２、稔台第６

23金 稔台第1・第３・第４、（八柱造成地）

26(月) 稔台第８・第９、（棯台第７）

2７(火) 稔台 第２･ 第５･ 第10､ 稔台南､(松戸 新田 第６､寒風台)

28(水) 松戸新田第４、仲井町

１

１物
品

平成二

年度

買
い
入
れ
等
指
名
競
争
入
札

参
加
希
望
者
の
受

け
付
け
（
追
加
登
録
分
）

受
付
期
間
一
月
二
十
二
日
(
月
)

～
二
月
三
日
(
土
）

受
付
時
間
＝
半

日
は

午
前
八

時

三
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分

、

土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十
分
～

正

午

受
付
場
所

業
務
内
容
＝
・
①
市
が
発
注
す

る

備
品

、
消
耗
品
、
印
刷
物
件
な
ど

を
納
入
で

き
る
業
者
②
委
託
業

務
を
受
注
で

き
る
業
者

申
請
書
＝
一
二
月
三
日
土
）
ま
で

市
役
所
地
下

売
店
で
販
売

※雨で中止になった場合は、全日程終了後に実施します。

E〉詳 細 … 生 活 環 境 課 環 境 衛 生 係

て
い
ま
す
の
で

、
昨
年
登
録
さ

れ
た
人
は

、
申
請
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

。

今
回
申
請
す
る

人
は
、
資
格

有
効
期
間
が
一

年
間
と
な
り
ま

す
。

財
政
部
管
財
課
　
　
※
市
で
は
隔
年
受
付
制
を
採
用
し
　
　
　
詳
細
　
　
管
財
課
用
度
か
か
り

都市計画の変更案の縦覧

(東京都市計画墓園の変更)

高等学校入学資金の貸付

申請受け付け中

防火管理講習会市内民間保育園職員募集心配ごと相談

レ日時･‥甲種＝２月14 日（水）・

l〉変更墓園…東京都市計画墓園

第５号八柱墓園

l〉縦覧期間…１月31 日( 水) まで

の午前8時30 分 ～ 午後5 時｢｣ 二

曜日は午後Ｏ時30 分 まで)

※日曜日・閉庁土曜日の縦覧は

行いません。

【〉縦覧場所…松戸市役所公園緑

地部公園緑地課、東京都都市

計画局総務部( 都庁 第２本庁

舎 ６階)

C〉詳細…松戸市役所公園緑地課

今春高校へ入学する生徒がい

て、経済的な理由で入学させる

ことが困難な保護者に、高等学

校入学資金をお貸しします。

l〉貸付限度額…30 万円以内( 公

立と私立では額が異なります)

l〉受付期間…１月26 日(金) まで

( 日曜日を除く)

じ・受付時間…午前９時～午後４

時30 分( 土 曜日は正午まで)

l〉詳細…援護課援護係

15 日(木) 乙種＝２月16 日( 金) 、

甲乙 とも午前９時30 分～午後

５時(受 け付けは30 分 前)

C〉会場…市消防局講堂

l〉定員…甲乙とも各先着150人

l〉費用…教材費 ①3,500 円②

3,000円

ン申込み…1月25日(木)～2月７

日(水)の間に，直接最寄りの

消防署または消防局予防課へ

C〉詳細…消防局予防課　63-11

11内線208番

E〉申込み…１月20日(土～31 日

(水)の間に、履歴書を郵送で

〒2７1松戸市上矢切1101－ 2

松戸市保育園協議会事務局(　

68－7811番)へ

悪徳商法にご注意を【〉詳細…社会福祉協議会　68 ―

0503 番

C〉職種…保母・看護婦( 臨時)

※市内の保育園・医療機関に勤

務している人はご遠慮下さい。

E〉勤務地…市内民間保育園

に〉定員…いずれも若干名

期 日 会　　 場 時 間

2/1 木 小金原市民センター

午

前

10
時～

午

後
３
時

２金 市役所相談コーナ ー

５(月) 馬　 橋　 支　 所

６(火)
六　 実　 支　 所

小 金 市 民 セ ン タ ー

7水
常　盤　平　支　 所

新松戸市民センタ ー

９金

市役所相談コーナ ー16金

23金

新
年
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で

、

私
か
今

年
中
に
是
非
め

ど
を
つ

け
た
い
と
考
え
て
い

る
、
主
な

事
業
の
目

標
に
つ
い
て

述
べ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

今
年
の
目
標
は

、
未

来
を
展

望
す
る
松
戸
市
の
第
四

次
総
合

五
か

年
計
画

お
よ
び
昨
年
六
月

の
市

長
選
挙
に
お
け
る
私
の
公

約
の
中

か
ら
選

ん
で

い
ま
す
。

現
在

、
着
々
と
整

備
を
進
め

て
い
る
二
十
一
世
紀
の

森
と
広

場
に
つ
い
て
は
、
選

挙
中
に
も

市
民
の
皆

さ
ん
の
期
待

が
非
常

に
大
き
い
こ
と
を

知
り

、
嬉
し

く
思
い
ま
し
た

が
、
こ

れ
を
早

く
皆
さ
ん
に
開
放
す

る
た
め

、

更
に
積
極
的
に
事
業
を

進
め
た

い
と
存
じ
ま
す
。

常
盤
平
と
小
金
原
を
結
ぶ
都

市
計
画

道
路
は

、
二
十
一
世

紀

の
森
と
広
場
の
低
地
部

を
橋
從

二十一世紀の森と広場とその中を通る都市計画道路(橋)

で

渡
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、

こ
の

橋
梁
は
専
門
誌
に
紹
介
さ

れ
た
ほ
ど
公
園
の
景
観
に
配
慮

し
た
橋
で
、
今
年
半

ば
に

開
通

苛

め
ざ
し
て

い
ま
す

。

そ
し
て
、
こ
の
橋
の
上
か
ら

会
館
は
、
大
は
約
二
千
席

、
小

は
約
五
百
席
の
多
目
的
ホ

ー
ル

大

苫

、
文
化
活
動
の
拠
点
と

な
る
よ
う
設
計
を
進
め
て
い
ま

す

が
、
地
主
さ
ん
な
ど
関
係
者

の

ご
協
力
を
得
て
、

年
内
着
工

今

年

の

目

標

公

園
を
一
望
し
た
場
合
、
公
園

の
概
要
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に

な
る
ま
で

、
整
備
を
進

の
た
い

と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
の

都
市
計
画
道
路
に
沿

っ

て
公

園
内
に
建
設
さ
れ
る
文
化

を
目
標
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
松
戸
に
生
ま
れ
育

っ

た
お
子
さ
ん
方
は
申
す
ま
で
も

な
ぐ
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

松
戸
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め

の
郷
土
博
物
館
も
、
同
公
園
内

に
文
化
会
館
と
ほ
ぼ
向
か
い

合

っ
て

建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ

て

お
り
、
こ
れ
も
年
内

着
工

を

め

ざ
し
て

、
設
計
そ
の
他
の

準

備
を
急
ぎ
ま
す
。

新
松
戸
に
建
設
す
る

音
楽

ホ

に
、
民
間
活
力
を
利
用
し
て
建
　
質
を
浄
化
し
、
親
し
ま
れ
る
河

設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、

川
と
す
る
た
め
の
工
事
に
つ
い

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
（
三
菱
地
所
）
と

の
協
議
を
つ
め
、

年
内

着
工
に

漕
ぎ
つ

け
る
こ
と

が
出

来
れ
ば

幸
い
だ
と
思

っ
て
い
ま
す

。

宮
間
満
寿
雄

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
目
下
専
門

家
の

方
々
の
意
見
を
拝
聴
し
つ

つ
、
設
計
の
段
階
に
入
る

う
と

し
て
い

ま
す
。

音
楽

ホ
ー
ル
は
、
以

前
「
市
長

の
窓
」
に

も
書
き
ま
し
た
よ

う

ま
た
、
戸
定
か
丘
歴
史
公
園

お
よ
び
そ
こ
に
建
設
す
る
資
料

館
に
つ

い
て

は
、
平
成
二

年
度

内
完
成
を
目
標
に

予
算
を
計
上

し
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

坂
川
お
よ
び
坂
川
水
系
の
水

て
も
、
年
内
着
工

を
目
標
に

、

作
業
を
進
め
る
こ
と
に
い

た
し

ま

す
。

以
上
申
し
上

げ
ま
し
た

よ
う

に
、
水
と
緑
と
文
化
の
ま

ち
松

戸
を
め
ざ
す
事
業

を
本
格
化

す

る
こ
と
が
私
の
念
願
で

あ
り
、

今
年
の
目
標
で
も

あ
り
ま

す
。

市
民
の
健
康
や

高
齢
化
か
迎

え
た
福
祉
の
増
進

、
都
市

基
盤

の
充
実
、
都
市
の
活

性
化
に
つ

い
て

も
、
十
分
配

慮
し
て
い
く

こ
と
は
勿
論
で

ご
ざ
い
ま
す

。

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と

存

じ
ま
す
。

医療
受給
者証

更新老人保健
健
康
手

帳

と



※糖尿病 教室の調理実習は、２日 間受講した人のうち30 人口 限り ま可。

広報まつど広報まつ

ど

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
特
別
展
「
松
戸
の
年
中
行
事
」

を
開
催
中
で
す
。

激
し
い
都
市
化
の
波
に
洗
わ
れ
た
松
戸
に

も
、
貴

重
な
伝
統
行
事
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
別
展
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
実
物
を

使
っ
て
「
年
中
行
事
」
を
紹
介
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
た
。
ぜ
ひ
一
度
、
会
場
へ

足
を
運
ん
で
み
て
下
さ
い
。

会
期
は
二
月
十
日
（
土
）
ま
で
。

開催中

みるまなぶつたえる2/10(土)まで

親
子
で
楽
し
く
　
１
２
月
に

行

わ

れ

た
彦

市

ダ
コ

作
り

地
下
鉄
1
1
号
線
松
戸
延
伸

強
力
に
促
進
活
動

松
戸
市
で
は

、
葛
飾
区
・
墨
田

区
・
江
東
区
と
協

力
し
て

、

「
地

下
鉄
８
・
１１

号
線
促
進
連
絡
協
議

会
」
を
結
成
し
、
地
下
鉄
１
１
号
線

（
半
蔵
門
線
）
の
松

戸
延
伸
と
８

号
線

（
１１
号

線
と

路
線
を
一
部
共

用
）
の
促
進
の
た
め

の
活

動
を
し

て
い
ま

す
。

昨

年
は
十

一
月
に

墨
田

区
内
で

住
民
決
起
大
会
を
行
う

一
方
、
関

係
市
区
長
が
中
村
営
団
総

裁
、
江

藤
運
輸
大
臣
と
面
会
し

、
早

期
実

現
の
要
請
を
行
い
ま
し
た

。
そ
の

際
運
輸
大
臣
か
ら
「
大
量
輸
送

時

財千葉県暴力団追放県民会議

シンボルマーク募集

代
を
迎

え
て

お
り
、
積
極
的
に
進

め
た
い
」

と
の

回
答
を
得
る
な
ど

活
動
の

進
展
を
見
る
こ
と
が
で

き

ま
し
た

。

今
後
も
地
下
鉄
１
１
号
線
松
戸
延

伸
の
早
期
実
現
に
向
け

、
独

自
に

調
査
・
研
究
を
進
め

る
ほ
か

、
協

議
会
と
協
調
し

、
強
力

な
促
進
活

動

を
行
っ
て
い
き
ま
す

。
市
民
の

皆
さ
ん
の
一
層
の

ご
協
力

を
お
願

い
し

ま
す
。

▽
詳
細
＝
・
交
通
対
策
課

〉応募規定…用紙はＢ５判の画

用紙１枚につ き１作品( 裏 に

住所･ 氏名･ 年 齢・職業 または

学校名・電話番号・簡単な制

作意図を明記)

※作品は自作未発表のものに限

ります。作品は返却できませ

ん。また、入選作品の著作権

は主催者に帰属します。

〉賞…最 優秀 作品１ 点・賞金

20,000 円 、佳作４点・賞 金各

5,000 円

〉締切り …２月15 日( 木) 〔当日

消印有効〕

〉発表…３月下旬に入選者に連

絡します。

〉送付先…〒280 千葉 市中央4

-13- 7 千 葉県酒造会館内・

千葉県暴力団追放県民会議( ℡

0472-54-8930 番)

食と緑の博覧会－ちば'90

前売券発売中

〉会期…11月18日～12月16日

t〉会場…幕張メッセ

〉テーマ…食と緑一輝かしい生

命の未来

〉前売り券…大人1,300 円、高

校生800 円、小・中学生500

円(団体割引あり

〉詳細…食と緑の博覧会－ちば

'90実行委員会事務局℡0472-

23-3985 番

地域福祉の寄り合い場所

「いどばた」が開所

一人ぼっちにならないための

話し合い、会合、電話相談など

にご利用下さい。

〉開設日時…月・水・金曜日の

午後１時～４時

〉場所…松戸市本町16ー 1(三

和 銀行松戸支店裏・℡62-02

32 番)

〉詳細…松戸市の福祉を考える

会・斉藤℡66 －8509 番

労 務管理 講座　　　　

〉日 時… ２月13 日( 火)午 後２時

～４時　　　　　　　

〉会場…勤労会館ホール　　　　i

〉内容…外国人労働者の出入国

税金教室

くらしの税金お笑いクイズ

および労務管理について

〉講師…中央労働委員会事務局

審査官・布施直春氏

〉対象…市内事業所の経営者と

労務担当者など

・定員…先着100 人

〉申込み…電話で商工課労政係

〉日時…2 月10 日(土) 正 午開場、

午後１時開演

〉会場…市民会館

〉出演…セント・ルイス、コロムビアローズ

ほか

〉費用…無料

※当日、午後１時～４時の間、

税理士による｢税 金無料相談｣

も行います。

〉詳細…東京地方税理士会松戸

支部℡66  ―2174 番

巡 回経 営・ 融資 相談

〉日時… ２月７日( 水) 午前10 時

30 分 ～午後３時30 分

〉会場…常盤平市民センター

〉内容…経営および融資全般

〉相談者…中小企業経営コンサルタント

、商工課融資係

〉費用…無料

〉詳細… 商工課振興係

石油貯蔵施設立地対策等交付金

で空気呼吸器を整備

平成元年度石油貯蔵施設立地

対策等交付金事業で東部消防署

に空気呼吸器(300kg/㎡充填）5

器が整備されました。この呼吸

一

費用‥･教材費は実費です。

器は､濃煙､熱気の火災現場で、

消防署員が消火・救助活動に使

用するものです。

県老人大学学生募集

〉申込み…東 葛飾支庁社会福祉　

課．市役所ながいき課、各老　

人福 祉センターに備えつけの　

入学 願書を２月１日(木)～20日 ｜

（火）までに千葉県老 人大学校　

事務 局（〒280 千 葉 市仁戸名町　

662ー2 ・ ℡0472-66一4705　

番）へ郵送　　　　　　　　　

〉期日…４月中旬から平成４年

３月まで

〉会場…浅間台校舎( 総 合福祉

会館内・上矢切299-1)

〉定員…①総合福祉科70 人②生

活科学科30 人③園芸科70 人

〉資格…60 歳以上の県内居住者

〉期日…3 月１日( 木)～ ２日( 金)

〉会場…千葉県職員会館

〉受付期間…２月６日(火) ～15

日( 木)

【〉受付場所…県都市部都市整備

課都市緑地係( ℡0472  ―23 ―

3243 番)

〉詳細…市建築指導課庶務係

千葉県屋外広告物講習会

これから千葉県内で屋外広告

業を営もうとする人や現在営ん

でいる人で、講習会修了者など

を置いていない場合には、この

講習を受講して下さい。

通行量調査のアルバイト募集

〉日時… ２ 月25 日( 日) ・26 日

(月) 、午前８時～午後７時

〉調査場所…松戸駅周辺

〉アルバイト 料… １日6,500 円

(交通費込み)

〉対象… ２日間とも勤務可能な

学生( 高 校生不可)

〉定員…先着114 人

健康はあなた自身の手で

成人病予防月間事業

〉詳細…消防局総務課℡63-11

11内 線314 番

一 一 一 一 一

検察審査会にご相談を

交通事故、詐欺などの被害に

あって、警察や検察庁に訴えた

－

－

－

―

‐

が、検察官がその事件を裁判に

かけてくれない。

〉申込み…電話で松戸商工会議

所℡64-3111 番へ　　　　　　

こんなときは、検察審査会に

ご相談下さいO

〉詳細…松戸検察審査会℡68 －

5141 番

行 事 名 テ ー マ 内　　　　　　　 容 期日 時 間 会 場 対　 象 申込み

講 演 会

成人病とその
予防
日常生活を中

心に

講師･富山大学名誉教授

熊　谷　　　　朗氏
１困
午前10時
～

正午

市民劇場 一 般 市民

入
場
自

由

糖尿病教室
最近の話題と

合併症予防

最近と話題と合併症について 8
木 午後1 時

30分 ～

３時30分
衛生会館 糖尿病患者

と家族

(定員50人)

電

話
で

健
康

管
理
課

保

健
計
画

係
へ

食事療法とグループワーク 9
金

調理実習※ 15
木

健康増進

センター

高血圧教室

冬期における

血圧管理と

自己測定のポ

イント

冬期の血圧管理・血圧のしくみと治療

講師・市立病院循環器内科部長

村　山　　　　紘氏
2
0(
火)

午前10時
～

正午

衛生会館

高血圧患者

と家族

(定員50人)

日常生活の注

意と食事療法
減塩弁当の会食( 費用700円) 21水

展　　 示 ガン ガンについてのパネル展示
１木
～

28水

午前

８時30分
～

午後５時

市 役 所

１階通路 - -

確
定
申
告
は
お
早
め
に

平
成
元
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
時
期
二
月
十
六
日
（
金
）

三
月
十
五
日
（
木
）
）
〕
が
近
つ
い

て

き
ま
し
た

。

松
戸
税
務

署
で
は

、
今
月
か
ら

所
得
税
の
還
付
串

告
の

受
け
付
け

を
始
め
て
い
ま
す

。

三
月
に

な
る
と

税
務
署
は
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で

、
還

付
申
告
を

す
る
人
は
早
め
に

申
告
し
て

下
さ

い
。サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の

還
付
申
告

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
で

も
、
次
の
よ

う
な
場
合
に

確
定

申
告
を
す
る
と
、

源
泉
徴
収

さ
れ
た

所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
こ
と

が
あ
り

ま
す
。

①
医
療
費
控

除
・・
・
昨
年
中
に
支
払

っ
た
医
療

費
か
ら

保
険
な
ど
で

補
て
ん

さ
れ
た

額
か
差
し

引
き
、

さ
ら
に
十
万
円

ま
た
は
所
得
の

五
％
の
い

ず
れ
か

少
な
い
額
を

引
い
た
額
（
最
高
二
百
万
円
）

②
住
宅
取
得
等
控
除
…
一
定
の
要

件
に
当
て

は
ま
る
住
宅
を
新
築

還

付

申

告

を

受

付

中

・
購
入
し
た
場
合
、
ま
た
は
二
　
②
み
な
し
法
人
課
税
か
選
択
し
た

百
万
円
を
超
え
る
増
改
築
を
し
　
　

人

た

場

合

③

中

途

退

職
・・・
昨

年

中

に

退

職

し

、

再
就
職
し
て
い
な
い
場
合

マ

申

告

に

必

要

な

書

類

＝
・
医

療

費
控
除
＝
医
療
費
の
領
収
書
・

源

泉

徴

収

票

。
住

宅

取

得

等

控

除
＝
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
・
住

民
票
の
写
し
・
請
負
契
約
書
ま

た

は

売

買

契

約

書

の

写

し

・
増

改

築

等

工

事

証

明

書

・
住

宅

取

得

資

金

等

に

係

る

借

入

金

の

年

末

残

高

証

明

書
・
源

泉

徴

収

票

。

中

途

退

職
＝

源

泉

徴

収

票

・

生

命

保

険

料

控

除

証

明

書

・
損

害

保

険

料

控

除

証

明

書

・
支

払

っ
た

社

会

保

険

料

の

額

確
定
申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

の
あ
る
人
で

、
元
年
中
の
所
得

金
額
の
合
計
が
所
得
か
ら
差
し

引
か

れ
る
金

額
（
所
得
控
除
）

を
超
え
る
人

国
民
年
金
の
額

が
引
き
上
げ
に

改
定
差
額
は
２
月
に
支
給

年
金
法
の
改
正
に
よ

り
、
国
民

年
金
額

が
引

き
上
げ
に

な
り
ま
し

改正後の年金額(年額)

た
。
今
回
の
引

き
上
げ
は
平
成
元

年
四

月
に
さ
か

の
ぽ
っ
て

実
施
さ

③
給
与
所
得
の
あ
る
人
で

、
元

年

中
の
給
与
収
入
金
額
が
千
五
百

万

円
を
超
え
る
人
や
給
与
所

得

以

外
の

所
得
金
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
人
、
ま
た
は
二
ヵ
所

以

上
か
ら
給
与
の
支
払
い
か
受

け
て
い

る
人

④
譲
渡
所
得
の
あ
る
人

※
各
種
課
税
の
特
例
を
受
け

る
場

合
に

も
申
告
が
必
要
で
す

。

詳
細
＝
・
松
戸
税
務
署
　
6
3
ー
1

1
7
1

番

市
・
県
民
税
の
申
告
も

２
月
1
6日
～
３

月
1
5日

マ

申
告
す
る
人
＝
・
平
成
二
年
一
月

一
日

現
在

、
市
内
に
住
ん
で

い

て

、
元
年
中
に

所
得
が
あ
っ
た

人
や

退
職
し

た
人

な
ど

所
得
が
な
く
、
だ
れ
の
扶
養
に

も
な
っ
て
い
な
い
人
も
申
告

が

必
要
で

す
。

※
申
告
を
し
な
い
と
、
各
種
手
続

き
に
必
要
な
非
課
税
等
証
明
書

の

交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

マ
申

告
し

な
く
て
も
よ
い
人
・
・・
給

与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先
か
ら

給

与
支
払
報
告
書
が
市
役
所
に

提
出

さ
れ
、
住
民
税
が
天
引
き

さ
れ

る
人

（
勤
務
先
で

確
認
し

て
下

さ
い

）
。
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を

提
出
す
る
人

豪
給

与
所
得
以

外
の

所
得
が
二
十

万
円
以
下
の
人
は

、
確
定
申
告

の
必
要
は

あ
り
ま
せ

ん
が
、
市

県
民
税
の

申
告
は

必
要
で

す
。

準
備
す

る
も
の
＝
・
①
収
支
の
わ

か

る
帳
簿

な
ど
②
源

泉
徴
収
票

・
給
与
明

細
書
・
支
払
調
書
な

れ

ま
す
。

平

成
二

年
二
月
の
支
払
い
で
は
、

前
回
の
支
払
い
以
降
の
月
分
（
十

二
月
～
一
月
分
）
の
額
と
、
四
月

か
ら

既

に

支

払
い

済

み
の

月
分

（円）

10年年金　　　　　　 　404,600

5年年金　　　　　　 　344,400

23年年金　　　　　 　608,500

（平成元年度最長

期間加入者　 

障害年金（１級）　 　　832,500

ﾉﾉ　　（２級）　 　　666,000

母子年金（子1 人）　　　858,000

1母子　　666,000

母子加算192,000

老齢基礎年金　　　　　666,000

障害基礎年金（1 級）　832,500

ﾉﾉ　　　（２級）　666,000

遺族基礎年金（子1 人）　858,000

基本　　666,000

加算　　192,000

3人目以降64,000

〔老齢福祉年金〕

収入600万円未満　　　　340,800

収入600万円以上　　　　293,400

876万円未満

（
四
月
～
十

一
月

分
）
ま
で

の
差

額
と
が
あ
わ
せ
て

支
払
わ
れ
ま

す
。
老
齢

年
金
の

年
金
額
の
内

訳
を
例
示
す

る
と

、
左
表
の

よ

う
に
な
り
ま
す

。

▽
詳
細
＝
・
国
民

年
金
屎

給
付
係

老齢基礎年金

２月分支払い額(例)

月額約30,000円受給している人

の場合

新年金額(月額)　約31.000円

差　　額(月額)　約1,000円

平成 ２年２月支 払額

約71.000 円

(内訳　新年金２ヵ月分+差額

８ヵ月分)

ど

③
元

年
中
に

支
払
っ
た
健

康

保
険

料
・
国
民

年
金
保
険
料
・

生
命

保
険
料
・
医
療

費
な
ど
の

領
収
書
、
ま
た
は
証
明
書
④
印

鑑

⑤
配
偶
者
の

収
入

が
わ
か

る

も
の

マ
受
付
日
時
・
二
月
十
六
日
（
金
）

三
月
十
五
日
木
）
の
間
で
、

日

曜
日

、
第
二

・
第
四
土

曜
日

を
除
く
、
午
前
八
時
三
十
分
～

午

後
五

時
（
土

曜
日
は

午
後
零

時
三
十
分
ま
で

）

マ
受
付
場
所
・
・
市

役
所
本

館
二
階

大
会
議
室
ま
た
は

各
支
所
窓
口

※
郵
送
に
よ
る
申
告
も
取
り
扱
っ

て

い
ま
す
。

※
申
告
期
間
中
は

、
駐
車
場
が
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で

、
車
で

の

来
庁
は

ご
遠
慮
下

さ
い

。

▽
詳
細
 
＝
市
民
税

課

償
却
資
産
の
申
告

１
月
3
1日
ま
で
に

今
月
か
ら
国
際
結
婚
が
法
改
正
に

▽
協
議
離
婚
が
可
能
に
＝
廐

婚
に

つ
い
て

、
こ
れ
ま
で

夫
の
本

国

法
の
み
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た

の

が
、
日
本
人

女
性
が
日
本
に

住
ん
で

い
る
場
合
日
本
の
法
律

が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

話
し
合
い
に
よ
る
協
議
離
婚
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

親
権
者

も
平
等
に
・
・・
離
婚
し

た

後
の
子
ど

も
の

養
育
に
つ
い
て

も
、
こ

れ
ま
で
原
則
的
に
「
父
」

の
本
国

法
が
適
用
さ
れ
ま
し

た

が
、
改
正
に
よ
り
「
子
の
本
国
法
」

が
適
用

さ
れ

る
こ

と
に
な
り

、

日

本
人

の
子
に
つ
い
て

は
、
日

本
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
よ
う

に

な
り
ま
し
た
。

償
却
資
産
の

法
定

申
告
期
限
は
、

一
月
三
十
一
（
水
）
で
す
。

早
め
に
申
告
し
て
下

さ
い

。

平
成
二
年

一
月
一
日
現
在

、
市

内
に
事
業
用
償
却
資
産
を

所
有
し

て

い
る
人

（
個
人
・
法
人
）
は

、

早
め
に
資
産
税
課
ま
で
申
告
し
て

下

さ
い

。

正
当
な
事
由
が
な
く
申
告
し

な

か
っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告
を
し

た

場
合
は
、
過
料
等
を
科
さ
れ
た
り

、

不
利
益
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下

さ
い

。

▽
詳
細
＝
・
資
産
税
課
償
却
資
産

係

養
子
縁
組
は
よ
り

簡
単

に
・・
・

国
際
養
子
縁
組
は
、
養
親
の
本
国

法
に

一
本
化

さ
れ

、
分

か
り

や

す
く
簡
単
に

な
り
ま
し

た
。

詳
細
・
・
千
葉
地
方
法
務
局
松
戸

支
局
　
6
3－
6
2
7
8

番

内
部
障
害
者
に

鉄
道
・
航
空
運
賃
を
割
引

二
月
一
日

か
ら
、
心
臓
・
じ
ん

臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・

直
腸

・
小
腸
な
ど
の
内
部
障
害
を
持
ち

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い

る
人
に

、
鉄
道

（
Ｊ
Ｒ
）
　・

航
空

旅
客
運
賃
の

割
引
が
行
わ
れ

ま
す

。

手

続
き
の

た
め
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
三
ペ
ー
ジ
に
そ
の
旨
を
書
き
加

え

ま
す

。
該
当
す
る
人

は
、
し

あ

わ
せ
課
へ
手
帳
か
持
参
し
て
下
さ

い

。
マ

詳
細
・・・
し

あ
わ
せ

課
福
祉
係

文化ホール特別展

松戸の年中行事
お
正
月

、
ひ

な
ま
つ

り
、
お
盆

な
ど
、
季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な

行
事

が
あ
り
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
「
年
中
行
事
」
は
、

人
々
の

生
活

が
農
業
中

心
た
っ
た

こ
ろ
、

農
作
業
の

節
目
や
、
季
節

の
変
わ
り
目
に

一
休
み

し
て

、
豊

作
や
無
病
息
災
を

神
仏
に
祈
っ
だ

も
の
で
す

。

地
域
の
風
土
と

生
活

に
根
づ
い

た
行
事
も

、
年

を
追
う

ご
と
に
影

が
薄
く

な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
い
つ
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
行
事
も
あ
る
で
し

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
貴
重
な
伝

統
行
事
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
、
後

世
に
残
す
た
め
に
、
特
別
展
「
松

戸
の
年
中
行
事
」
を
企
画
し
ま
し

た
。展
示
は
、
一
年
間
を
四
季
（
お

正
月
・
春
・
夏
・
秋
）
に
分
け
、

郷
土
の
歴
史
に
迫
る

展
示

そ
れ
ぞ
れ
の
季

節
に
行

わ
れ
て

い

る
行
事
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

会
場
に
は

、
実
物
五

十
三
点
、

写
真
六
十
三
点
の
ほ
か

、

ビ
デ
オ
、

ス
ラ
イ
ド
な
ど

が
展
示

さ
れ
、
一

目
で
行
事
の
内
容

が
理

解
で

き
る

よ
う
に
工

夫
し
ま
し
た

。

都
市
化
が
進
む
中
で
、
今
な
お

地
域
の
人
た
ち
に
よ

っ
て

受
け
継

が
れ
、
息
づ
い
て
い

る
行

事
を
見

る
こ
と
は
、
私
た
ち
の

郷
土
松
戸

か
改

め
て
見
直
す
機

会
に

な
る
で

し
ょ
う
。

マ
詳
細
＝
・
文
化
ホ
ー
ル
6
7
－
７

８
１
０

番

土用干のしし頭

高さ・奥行きとも約80cm、 幅

約60cmの大しし頭。土用干しの

ときにかついで家々を回り、ア

クマツバライ（疫病除けのおは

らい）をしました。ししは最強

の獣として、悪霊をはらうと信

じられていたのです

上
本
郷
、
和
名
ヶ
谷
、
大
橋
の

三
ヵ
所
で
、
秋
祭
り
に
奉
納
さ
れ

ま
す
。
豊
作
を
祝
い
、
疫
病
を
は
ら
う

舞
い
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

三
匹
し
し
舞

赤城神社の大蛇

毎年祭りの初日に、新しいわらを持ち寄っ

て作り、鳥居にかけます。長さ約４ｍ。昔、

毒蛇がたくさんいて困ったとき、神社に奉納

したのが始まりで、それ以来、幸谷には毒蛇

かいないと言われています

宝
船
の
み
こ
し

昭
和
二
十
三
年
ご
ろ
か

ら

始
ま
り
、
三
年
に
一
度
、
お

祭
り
の
日
に
手
作
り
で

作
っ

て
か
つ
ぎ
ま
し
た

。
二

十
年

く
ら
い
前
か
ら
や
め
て
し
ま

っ
て
い
ま
す

日 時 講　 師 定員 申込み

記念講演会

｢ 今、

語りつぐこと｣

1 24水

午後２時～

3時30分

児童文学作家

松谷みよ子氏

先着

40人

電話で

文化ホール

℡67-7810

番へ

天神タンゴを食

べよう

１/25木

午後２時～ -
先着

各20人
当日会場で

ハツセを聞いて

あま酒をのもう

2/10土

午後２時～ -

オビシヤ（御歩射・御備社）

昔、人々が元気で暮らせるのは、村の神

様のお陰だと考えられていて、その神様を

大切に守る役を村中の家が、１年交替で務

めることにしました。この交替の儀式をオ

ビシャといいます

若

水
く
み

正
月
三
が
日
と
七
日

、

十
一
日
の
早
朝
、
若
水
を

く
ん
で
雑
煮
な
ど
を
作
り

ま
す

正
月
飾
り典
型
的
な
農
家
の
居
間
、
神
棚
、
仏
壇
、
え
び
す

様
の
正
月
飾
り
と
お
供
え

２月１日(木)～28日(水)

〉詳細…健康管理課保健計画係

家庭看護教室

期日 時間 内　　　　　 容 会場

２／２金

午後1時

～ ４時

家庭看護の実際（その1 ）講義

お年寄りの心とがらだ

お年寄りのおせ話の基本

松

戸保
健
所

９金
家庭看護の実際（その２）実技

起こし方、寝巻き・シーツの交換方

法、足浴、洗髪

16金
午前９時

30分 ～

午後３時

特別養護老人ホーム（緑風園）見学、

実習

緑風
園

23金
午前９時

30分 ～

午後２時

老人の栄養と食事

いざという時役立つ福祉制度
松

戸
保

健
所

３/２金 午後1 時

～4 時

だれにでもある更年期

虹の会（自主サーブル）について

座談会

対象…将来のために家庭看護を勉強したい

人、家族にお年寄りや病人のいる人

定員…先着30人（男性歓迎）

申込み…１月26日（金）までに往復ハガキに

郵便番号・住所・氏名・電話番号・参加動

機を書いて. 〒271 松戸市小根本７松戸保

健所保健指導課家庭看護教室担当(61-

2121番へ

「
松
戸
の
年
中
行
事
」
関
連
事
業

松
谷
み
よ
子
氏
の
記
念
講
演



広報まつど第７２２ 号

生活の

知恵
正しく掛けてますか

火災保険を点検しよ

うを

時価2,000万円の家の場合

冬
は

火

災
の

多
い

シ
ー

ズ
ン
で

す

。
火
事

を
出

さ

な
い
よ

う
十
分

注
意

し
た
い

も
の

で

す
が

、
万

一
に

備
え
て

火

災

保
険
に

加
入

し
て

い

る
と
い

う
人

も

多

い
こ

と
で

し
ょ

う

。

し

か
し

、
火

災

保
険
の

仕

組
み

を
よ

く
知
ら

な
い

ま
ま

契

約
し
て

し

ま

う
と

、
無

駄

な
保
険

料
を

支
払

っ

た
り

、い

ざ
と

い

う
と

き
に

な
っ
て

、
十

分
な

補
償

を

受
け

ら

れ
な
い

と
い

う
こ

と
も

起
こ

り
ま
す

。

契 約 金 額

支 払 わ れ る 保 険 金 額

全 焼 の 場 合

損害額2,000万円

半 焼 の 場 合

損害額1,000万円

A 3,000万円 2,000万円 1,000万円

B 2,000万円 2,000万円 1,000万円

C　1,000万円 1,000万円 625万円

契約金額

時価額×0.8
支払保険金＝損害額×

時
価
以
上
の
契
約
は
無
駄

圭

夕
簡
単
な
例
と
し
て
、
時
価

二
千
万
円
の
家
に
、
⑥

孚

万
円

B
二
千
万
円
C
一
千
万
円
の
保
険

金
額
で
契
約
し
た
と
し
ま
す
。

家
が
全
焼
し
た
と
き
、
半
焼
し

た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
契
約
で
支

払
わ
れ
る
保
険
金
は
上
表
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

A
の
よ
う
に
時
価
額
を
超
え
て

契
約
し
て
も
、
保
険
金
は
時
価
額

ど
お
り
の
契
約
B
と
同
じ
で
す
。

つ
ま
り
、
保
険
契
約
の
目
的
物
の

金
額
を
超
え
て
契
約
し
て
も
、
そ

の
超
え
た
部
分
は
無
効
と
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
す
。
こ
れ
は
、
二
社

以
上
の
保
険
会
社
と
契
約
し
て
、

そ
の
契
約
金
額
の
合
計
が
時
価
額

を
超
え
て
し
ま
っ
た
場
合
も
同
様

で
す
。
契
約
金
額
が
高
け
れ
ば
、
当
然

保
険
料
も
高
く
な
る
の
で
、
時
価

額
を
超
過
し
た
契
約
は
、
無
駄
な

保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り

ま
す
（
契
約

者
に

故
意
ま
た

は

重
大
な
過
失

が
な
け

れ
ば
、
無

効
な
部
分
の
保
険
料
は
変
換
請
求

で

き
ま
す
）
。

契
約
金
額
が
低
す
ぎ
る
と

逆
の
ケ
ー
ス
と
し
て
C
の
契
約

を
考
え
て
み

ま
し

ょ
う
。

全
焼
の
場

合
に

契
約
金
額
で
あ

る
一
千
万
円
し
か
支
払
い
を
受
け

ら
れ
な
い
の
は
当

然
と
し
て

も

、

半
焼
で

契
約

金
額
と
同
額
の
損
害

が
生
じ

た
の
に

、
全
額
の
支
払
い

を
受
け
ら
れ

な
い

こ
と
に
注
意
し

て
く

だ
さ
い

。

こ

れ
は
、
契
約
金
額
が
時
価
額

の

八
〇
％
以
上

あ
る
場
合
に
だ
け

、

実
損
害
額
が
支
払
わ

れ
（
た
だ
し
・

契
約
金
額
が
限
度
）
、
そ
れ
未
満
で

は
、
算
式
の
よ
う
に

支
払
い
保
険

金
が
計
算
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
に

、
時
価
額
に
対
し

て
契
約
金
額

が
少
な
い
と
、
損
害

額

を
十
分
に

カ
バ
ー
で

き
な
い
こ

と

も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
時
価
額

を
知

る

火
災
保

険
契
約
を
結
ぶ
と
き
に

は

、
住
ま
い
の

時
価
額
を
知
る
こ

と

が
大

変
重
要
で

す
。

勧
め
ら
れ

る
ま
ま
に
契
約
す

る

の
で
は

な
く
、
ま
ず
自
分
の
家
の

時
価
額
は
い

く
ら
に
な
る
の
か

、

説

明
を
求
め

、
そ
の
上
で

契
約
金

額
を
ど
の
く
ら
い
に
し

た
ら

良
い

か
を
決
め
た
い

も
の
で

す
。

▽
詳
細
…
消
費
生
活
課
消
費
生
活

係

ま
つ
ど
文
学
散

歩
1
0

木
崎
さ
と
子

充
江
は
、
は

ず
し

た
エ
プ

ロ
ン
を
丸
め
て
手

に
も
っ
た

ま
ま
家
に
戻

る
と

、
台
所
で

水
を
一
口
の
ん
で
か
ら
、
居

間
の
ソ
フ
ァ
に
座
っ
た
。
兄

一
家
は
ま
だ
睡
っ
て

い
る
ら

し

く
、
家
の

な
か
は
し
ん
と

し
て

い
る
。

〈
中
略
〉

壁
の
時
計
が
、
小
さ
く

、

一
つ
、
打
っ
た
。
五
時

半
で

あ
る
。
夜
行
列
車
は

、
あ
と

三
十
分
で

、
北

陸
本
線
の
Ｔ

駅
に
着
く
。
叔
母
は

も
う
身

じ
ま
い
を

済
て

、
寝
台

車
の

窓
か
ら
、
鈍
色
の
朝
の
日

本

海
に
眼
を
投

げ
て
い

る
だ
ろ

（
「
青
桐
」
）

「
青

桐

」

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
九
年
度

下

半
期
の
芥
川
賞
を
受
賞
し
た

木
崎
さ
と
子
さ
ん
の

「
青
桐
」

の
冒
頭
で
す
。

木
崎
さ
ん
は

、
市

内
岩
瀬
に

不
用
品
交
換
情
報

申
し
込
み
は
ハ
ガ
キ
で
１
月
2
5
日
ま
で
に

Ｏ

今
回

掲
載
分
の
紹

介

譲
り
ま
す

マ
申
込
方
法
・
ハ
ガ
キ
に
①
希
望

品

名
②
住
所
③
氏
名
④
電
話
番

号
（
昼
間
の
連
絡

先
）
を
明
記
し

て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
は
が
き

一
枚
に
品
名
一
点
の
み
。

マ
申
込
先
・
＝
〒
二
七
一
松
戸
市
根
本
三
八
七

松
戸
市
役
所
消

費
生
活

課
消
費
生
活
係

マ

締
め
切
り
二

月

二

十

五

日

（
木
）
当
日
消
印
有
効

▽
相

手
の
紹
介
＝
・
月
末
に
抽
選
を

住
む
「
現
役
」
の

松
戸
市
民
で

、

矢
切
に
二

年
間
住
ん
で
い

た
直

木
賞

受
賞
の

水
上

勉
氏
ら

と
共

に
、

数
少
な
い

市
内
居
住
の

作

家
で

す
。

旧

満
洲
で

学
者
の
子
と
し
て

生
ま
れ
た
木
崎
さ
ん
は
、
富
山

県
高
岡
市
で

少
女
期
を
送
り

、

東
京
女
子
大
学
短
期
大
学
部
英

文
科
を
卒
業
。
昭
和
三
十
七

年

か
ら
五
十
四
年
ま
で
フ
ラ
ン
ス

、

ア
メ
リ
カ
に
滞
在
、
海
外
生
ま

木崎さと子さん(円内)と作品

【
家

具
類
】
◆

シ
ン
グ
ル

ベ
ッ
ド

ー
万
円
◆
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
五

千
円
◆

製
図

机
二

千
円
◆
二
段

ベ

ッ
ド
（
子

供
用
）
無
料

［
電
気
製
品
］
◆
食
器
洗
浄
器
一

万
円
◆

オ
ー
ブ
ン
グ
リ
ル
レ
ン

ジ

ー
万
円
◆

ト
ー
ス
タ

ー
無
料

［
子
供
用
品
］
◆

乳
母
車
無
料
◆

れ
の
二
女
の
母
で
も
あ
り

ま
す
。

松
戸
へ
は
、
筑

波
へ

通
う

ご

主
人
の
通
勤
の

都
合
か
ら

、
移

り
住
み
ま
し

た
。

「
青
桐
」
は

、
ガ
ン

を
テ

ー

マ
に
し
た

作
品
で

す
。

芥
川

賞
受
賞
直
後
の

六
十

年

五

月
に

、
市
立
図
書
館
の
主
催

で

「
読

む
側
と
創
る
側
の

あ
い

た
」
と
題
し
て

講
演
し
て
い

ま

す
。「

話
す
の
は
苦
手
で

、
講
演

は
お
断
り
し
て
き
た
の
で

す
が
、

松
戸
の
図
書
館
に
は

本
を
借
り
、

何
度
も
期
限
ぎ
れ
で
電
話
さ
れ

た
弱
み

が
あ

る
の
で

、
依
頼
が

あ

っ
た
と

き
は

『
こ

れ
は

ダ
メ

だ
　
と
素
直
に
お
引
き
受
け
し

て
し

ま
い

ま
し
た
』
。

ユ
ー
モ
ア
を
父
え
な
が
ら
、

「
青
桐
」
の

タ
イ
ト
ル
や
モ

デ

ル
な
ど
に
つ

い
て
、
真
摯
に

語

っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て

は
、

植
物
は
生
命
力
の
象
徴
で

あ
り
、

ベ
ビ
ー
バ
ス
無
料
◆
算
数
計
算
機

（
小
学
生
向
き
）
五
千
円

【
ス
ポ
ー
ツ
・
楽
器
】
◆
フ

ォ
ー

ク

ギ
タ
ー
七

千
円
◆

オ
ル

ガ
ン
無

料

［
日
用
雑
貨
］
◆
都
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

二
千
円
・
千
円
◆
プ
　
ガ
ス
ス
ト
ー

ブ
千
円
◆
石
油
ス

ト
ー
ブ
二
千

円

◆
Ｆ
Ｆ
式
温
風
ヒ
ー
タ
ー
無
料
◆

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
（
1
5
5
ー
1
2
）
無

料
◆
電

話
台
千

五
百
円
◆

デ
ミ

タ

ス
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
ニ
組
五
百
円

◆

飾
り
羽

子
板
千
円
◆

水
槽
千

円

Ｏ

次
回
掲
載
分
の
申
し
込
み

譲
り
た
い
人
は
、
品
物
の
詳

細

を
電
話
で

申
し
込
ん
で

く
だ

さ
い
。

価
格
は

一
万
円

ま
で
で

す
。
二
月

二
十
日
号
に
掲
載
し

ま
す
。

マ
申
込
期
限
・
一
月
二
十
五
日

マ
申
込
先
＝
・
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

木
は
動
け
な
い
存
在
で
、
与
え

ら
れ
た
状
況
下
で
生
き
て
い
く

し
か
な
い
わ
け
で
す
。
青
の

色

が
好
き
で

『
青

桐
』
と
し

ま
し

た
。ス

ト

ー
リ

ー
は
、
体
験
で

は

な
い

が
、
親
友
の

母
親
を
モ

デ

ル
に
し
て
い

る
。
ガ
ン
だ
が
、

医

者
に

も
か

か
ら
ず

、
ひ

っ
そ

り
と

自
然
死

し
て
い

く
叔
母
と
、

そ
れ
を
見
守

る
姪
の

話
。

一
種
の
悟
り
を
開
い
た
理
想

の
美
し

い
人
と
し
て
描
き
た
か

っ
た
」
。

講
演
の
後
の
質
疑
で
も

、
丁

寧
に
受
け
答
え
し
て
い

た
の

が

印
象
的
で
す
。

木
崎

さ
ん
は

、
松
戸
在
住
の

作
家
で
す

。

で
き

れ
ば
小
説
に

、
そ
れ
も

長
編
で

松
戸
を
舞
台
と
し
て

書

い
て
い

た
だ
き
た
い

と
思
い
ま

す

。

（
市
立
図
書
館
）

花
と
緑

一
般
的
に
は
カ
ポ
ッ
ク
、
ホ
ン

コ
ン
カ
ポ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。シ

ェ
フ
レ
ラ
類
は

、
ウ
コ

ギ
科

観
葉
植
物
の
育
て
方

シ
ェ
フ
レ
ラ

類

の
常
緑
木
本
で

、
鉢
植
え
と
し
て

は
、
ア
ク
チ
ノ
フ

ィ
ル
ラ
、
オ

ク

ト
フ
ィ
ル
ラ
、

デ
ィ

ギ
タ
ー
タ
、

ベ
ヌ
ロ
ー
サ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

アクチノフィルラ(カポック･斑入種)

こ
れ
ら
は
耐

寒
性
も
あ
り
、
室

内
植
物
と
し
て

定
着
し
つ
つ

あ
り

ま
す
。

育

て

方

五
月

中
旬
か
ら
十
月
上
旬

ご
ろ

ま
で
は

、
室
内
で
も
屋
外
で
も
よ

く
育
ち

ま
す
が
、
外
の
日
当
た
り

の

良
い

場
所
に
置
く
と
、
丈
夫
に

育
ち
ま
す
。

た
だ
し
、
夏
の
暑
い
間
は

急
に

外
へ
出
す
と
葉
焼
け

を
起
こ
し

ま

す
の
で

注
意
し
て
下

さ
い

。

十
月
中

旬

ご
ろ
か
ら

室
内
に
入

れ
、
日
当
た

り
を
よ
く
し
冬
越
し

の

準
備
を
し

ま
す
。
冬
の

灌
水
は
、

鉢
底

か
ら
抜

け
出
る
ほ
ど
に

や
り

ま
す

が
、
根
腐
れ
を
お
こ

さ
な
い

よ

う
に
注
意
し
て
下

さ
い

。

鉢
植
え

小
鉢
植
え
で
、
株
の

大
き
く
な

っ
た
も
の
、
大
鉢
植
え
で

丈
が
高

く
な
っ
た
も
の
、

根
づ
ま
り
を
起

こ
し
た
も
の
に
行
い

ま
す
。

用
土
は

赤
玉
土

五
、
腐
葉
土
三
、

パ
ー
ラ
イ
ト
ニ

く
ら

い
の
割
合
で

、

排
水
の

良
い
用
土

を
用
い
ま
す
。

植
え
付
け
後
は
十
分
に
灌
水
し
、

芽

が
伸
び
始
め
た
ら
化
成
肥
料
ま

た
は
発
酵
油
か
す

を
置
肥

に
し

ま

す
。増

や

し

方

茎
の
先
端
か
ら
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
切
り
、

葉

を
二
～

三
枚
つ

け
て

ほ
か
は
切

り
取
り
、根
を
水
ご
け
で
ま
き
示

鉢
に
川
砂
か
鹿
沼
土
を
入
れ
挿
し

ま
す
。
発
根
し
た
ら
鉢
上
げ
し
ま
す
。

小
葉
の
種
類
で
は
二
～
三
本
寄
せ

植
え
も
可
能
で
す
。

取

り

木

ゴ
ム
の
木
と
同
じ

方
法
で

、
六

月
～
七
月
に
行
い
ま

す
。

病

虫

害

の

防

除

ハ
ダ
ニ
…
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う

葉
水
を
し
て
防
ぎ
ま
す
。
ケ
ル
セ
ン
・
ア
カ
ー
ル

千
倍

液
を
散
布
。

マ
カ

イ
ガ
ラ

ム
シ
・
：
ブ
ラ
シ
な
ど

で

取
り

去
る
か

、
カ
ル
ホ
ス

乳
剤

千

倍
液
を
散
布
し
ま
す
。

マ
詳
細
・
＝
公
園
緑
地
課
緑
化
係

算 式

行
い
、
当
選
者
だ
け
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交

渉
と
な
り
ま
す
。
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松
飛
台
市
民
セ
ン
タ
ー

市
内
に
あ
る
三
つ
の
工

業
団
地

の

一
つ

、
松
飛
台
工

業
団
地
の

一

角
に

昭
和
五
十

九
年
十
月
に

オ
ー

プ
ン

し
ま
し
た

。

場
所

が
ら
工
場
で

働
く
人
た

ち

も
よ
く

利
用
し
て
い
ま

す
。

あ

ん

な

い

施設

商
店
街
や
住
宅
街
に
も
近
く
、

住
民
に

と
っ
て

も
気
軽
に
集
え

る

ふ

れ
あ
い
の

場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

▽
施
設
＝
ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
和

室
兼
茶
室
、
な
が
い
き
室
、
図

書
館
分
館

マ
休
館
日
＝
・
毎
月
第
二
月
曜
日
、

年
末

年
始

▽
交

通
＝
・
新
京
成
五
香
駅
か
ら
松

飛
台
循

環
バ
ス
で

松
飛
台
十
字

路
下
車
徒

歩
三
分

▽
詳
細
＝
・
松
飛
台

市
民
セ
ン
タ
ー
‘

℡
8
6－
6
0
0
0

番

健康第一「リズム体操」

ハイこちら内線600番
ま ちの 話 題 をお知 らせ 下 さい 。

今年１年の防火を願って

松戸市消防出初め式

日ごろのきびしい訓練の成果を披露

新春恒例の、松戸市消防出初め

式が､７日に消防訓練センター（八ヶ崎

）で行われました。

出初め式を訓練センタ ーで行う

のは初めて。来賓として、沼田武

県知事を迎え､ 市消防職員･ 団員な

ど９団体で、約1500 人 が 参加し ま

した。

松戸鳶（とび）工業組合の梯子

（はしご）のりをはじめ、実際に煙

の中や高層建物からの救出訓練な

どが行わ れました。

臨場感あふれる訓練に、見物し

た市民から大きな拍手が起き まし

た。

久

崎

真
由
美

さ
ん

出
初
め

式
は
初
め
て
見

ま
す
が
、

す
ご
い

迫
力
で

び
っ

く
り
し
ま
し

た
。消

防
の
人

た
ち
が
、
と
て
も
頼

も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

家
で

は
、
ま
だ
子
供
が
小
さ
い

の

で
、
ま
め
に
ガ
ス
や
ス
ト
ー
ブ

を
消
す
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。

あ
な
た
の
健

康
1
4
5

外
反
拇
趾
は
拇
趾
（
足
の

親
ゆ

び
）
の
つ
け

根
の
部
分
の
関

節
で

拇
趾

が
外

転
位

を

と

っ
て

「
く
」
の
字
に
曲

が
り

、つ

け
根
関

節
の
足

底
部
か
ら
内
側
に
か
け
て

疼

痛
を
生
ず
る
、
進
行
性
の
前
足

部
変
形
疾
患
で

す
。

外
反
拇
趾
の
成
因
と
し
て
は
、

玉
夕
第
一
に
拇
趾
が
第
二
趾
よ
り

長
い
こ
と
や
、
拇
趾
の
外
転
筋
の

走
行
が
足
底
部
に
ず
り
落
ち
た
よ

う
に
な

っ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
、
先
天
的
要
素

が
あ
り
ま
す
。

第
二
に
、
外
部
か
ら

足
に
加
わ

る
環
境
因
子

が
あ
り

ま
す
。
こ
の
要

素
の
主

な
も
の
は
「
靴
」

で
す

。
特
に

先
細
の
（

イ
ヒ

ー
ル

を
履
い

た
時
に
、

拊
趾
か

ら
第
五
趾
ま
で

が
足

先
の
中
央
方
向
に

寄
せ
集
め
ら
れ
て
拇
趾

の

外
反
を
強
制
し
ま
す
。

さ
ら
に
高
い
ヒ
ー
ル
が

つ
い
て
い
れ
ば
、
拇
趾

か
ら
第
五
趾
ま
で
の
横

の
ア

ー
チ
が
低
く

な
り

、

外
反
拇
趾

が
発

生
し
や

す
く

な
り
ま

す
。

患
は
履
物
と
の

関
係
が
非
常
に
強

い

た
め
、
は
だ
し
で
生
活
す

る
こ

と
が
最
良
で

す
。

靴
下
も
拇
趾

が
ほ
か
の
指
と

同

じ
方
向
に
向
く

こ
と
に
な
り
、
外

反
拊
趾

が
発
生

し
や
す
く
な
り

ま

す
。し

た
が
っ
て

、
鼻
緒
の
あ
る
履

物

や
足
袋
を
履
く
こ
と

が
、
外
反

拇

趾
の
予
防
お
よ

び
治
療
に
な
り

ま
す
。

し
か
し
、
現
代
の

生

活
で
は
靴
を
履
か
な
い

わ
け
に

は
ゆ
き
ま
せ
ん

の
で
、
適
性
な
靴
を
選

外反拇趾について

第
三
に

、
外
反

拇
趾
は
女
性
に

多
く
（
男
女
比
は
一
対
十
）
、
特
に

十
三

～
十
四

歳
こ
ろ
と
、
四
十
～

五
十
歳
代
に

ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
初
潮
期
と
閉
経
期

に

外
反

拇
趾
の
発
生
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
性
ホ
ル
モ
ン

と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。予

防

と

治

療

先
に
述

べ
た
よ

う
に

、
こ
の

疾

ぶ
こ
と
が
心
要
で
す
。

適
性
な
靴
に
は
三
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り

ま

す
。①

ヒ

ー
ル
の
高

さ
が

極
端
に

高
く
な
い
こ

と
。

し
か
し

、
ヒ

ー
ル

が
全

然
な
い
靴
を
履
く
と
、

前

進
す

る
た
め
に

は
非

常
に

歩
き
に

く
く
て

良

く
あ
り
ま
せ
ん
。
四
～

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
が
適
当
で

す
。②

靴
の
前
方
が
内
側

に
曲
が
っ
て
い

る
靴

（
内
振
れ
の
っ
い

た
靴

）

は

、
外
反

拇
趾
の

発
生
を
お
さ
え

ま
す
。

③
中
足
骨
パ
ッ
ド
の
つ
い
た
靴
、

こ

れ
は
横
ア
ー
チ
を

維
持
す
る
の

に
必
要
で

す
。

こ
れ
ら
、
履

物
を

考
慮
し

た
上

で
痛
み

が
改
善
し

な
い

場
合
に
は
、

鎮
痛
剤
、

外
用

剤
を
投
与
し

た
り
、

装
具
治
療

を
行
い

ま
す
。

し
か
し

、
こ

れ
ら
の

保
存
療
法

で
効
果

が
な
い

場
合
に
は
、
手
術

療
法

が
必
要
で

す
。

（

松
戸
市
医

師
会
）

小
さ
な
親
切

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
一
位

通
勤
・
通
学
の
途
中
で
、
人

に

席
を

譲
っ
た
経
験
を
持
つ
人

は
多
い
。
一
方
、
譲
る
う
と
思

っ
て

も
、
行
動
に
至
ら
な
か
っ

関
川
裕
二
く
ん

た
記
憶
を
持
つ
人
も
多
い
の
で

は
。関

川
君
（
古
ヶ
崎
中
二
年
生
）

は
、

「
小
さ
な
親
切
」

作
文
コ

ン

ク
ー
ル

・
中
学
生
の
部
で

文

部
大
臣

奨
励
賞
を
受
賞
。
全
国

か
ら
一
万
八
千
人
の
応
募
が
あ

っ
た
中
で
の

、
第
一
位
だ
。

作
文
の
題

は
「
勇
気
を
出
し

て
」バ

ス
の
車
中
で

お
年
寄
り
に

席
を
譲
る
う
と
し
た
が
、
お
ば

さ
ん
が
座
っ
て

し
ま

っ
た
。
別

の
日
に
ち
席
を
譲
ろ
う
と
し
て
、

今
度
は
お
じ

さ
ん
に

座
ら

れ
て

し
ま

っ
た
。

そ
こ
で

思
い
き

っ
て
、
お

年

寄
り
に
譲
っ
た
席
で
あ
る
こ
と

を
告
げ
て
み

た
。
す
る
と
、
そ

の

お
じ
さ
ん
も
分
か

っ
て
く
れ

て
、
や
っ
と
お
年
寄
り
を
座
ら

せ
て
あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
体
験

を
、
肩

の
力
を
抜
い
て

淡
々
と

つ

づ
っ
て
い

る
。

人
を
思
い

や
る
温

か
い

心
根

、
自
分
の

意
思
を
社

会
に
は

っ
き
り
伝
え

る
こ

と
が
で
き

た
喜
び
が
、
読

み
手
に
伝
わ

っ
て

く
る
。

受
賞
に
つ
い
て
は

「
両

親
が
と
て

も
喜
ん
で

く
れ

ま
し
た
」

学
校
や

隣
近
所
で

も
祝

福
さ
れ

、
「
照

れ
く

さ
い

こ
と
も
多
く
て
」
と

顔
を

赤
ら
め

る
。

慣
れ
ぬ

イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

に
緊
張
気

味
な
の

を
見
て

、

「
彼
は
兄
弟

仲
も
良
く
っ

て
、
親
子
そ
ろ

っ
て
ス

ポ

ー
ツ
マ
ン
」
と
、
担
任
の
田
村

先
生
が
助
け
舟
を
出
し
て

く
れ

た

。学
校
の
部
活
動
で
は
野
球
部

に
所
属
、
一
塁
手
で
五
番
を
打

つ

レ
ギ
ュ
ラ

ー
だ
。

「
野
球
を
し
て
い
る
時

が
一

番
楽
し
い

」
と

関
川
君
。

「
将

来
は
父
や
兄
の
所
属
し
て
い

る

草
野
球
チ
ー
ム
で
、
楽
し
く

プ

レ

ー
し
た
い
」
と
、
少
年
ら
し

く
夢
を
語
る
。

彼
の
さ
わ
や
か
で
、
純
な

隧

は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会

の
中
で
は
ぐ
く
ま

れ
て

き
た
。

そ
し
て

、
未
来
を
真
つ
す
ぐ
に

見
つ
め
て
い

る
。

八
ヶ
崎

拓
　

也

く
ん
（
２
歳
）

松 飛 台 市 民 セ ン タ ー
－　　 －
℡86―6000番

勇気を出して



第７２２号

もよお
しもの

青年 講座

初心者のための社交ダンス入門

日時… ２月１日～３月15 日の

毎週木曜日、午後７時～９時

※３月24 日(土) に修了パーティ

ーを行います。

会場…青少年会館

内容…マンボ・ブルース・ジ

ルバ・スクエアルンバ

講師…サンデーダンスサー ク

ル

対象…18 歳～25 歳 の人

定員… 男女 各先着15 人

費用…教材費1,000 円( パーテ

ィー代含む)

申 込み…電話で社会教育課青

少年婦 人係へ

名 作映画会

〉日時…２月６日(火)午後１時

30分開演

会場…市民劇場

内容…｢ 真昼の決闘｣( 上映

時間85分) 主演＝ゲイリー・

クーパー、グレース・ケリー

費用…無料

詳細…(財)松戸市文化振興財

団64 ―9191番

音楽の広場（合唱講座）

日時…１月23 日( 火)午 後１時

30分 ～３時30 分

会場…市民会館音楽室

費用…テキスト代2,700 円

詳 細…社会教育課市民文化係

生涯学習市民のつどい

｢わが まち松戸｣

日時‥･１月31 日（水）午後１時

から

会場･‥市民劇場

内容…第１部ふるさと松戸＝

「松戸の歴史をたずねて」郷

土史家･ 松 下邦夫氏、「松戸の

郷土芸能」御陣屋太鼓、第２

部音楽の集い＝「みんなで楽

しく歌おう」歌手・橋本一子

氏（松戸市出身）

費用…無料

詳細‥･松 戸市生涯学習推進会

議事務局（市役所教育研究所

内）

流山青年の家

楽しい音楽のつどい

期日…１月27日(土)～28日(日)

〔１泊 ２日〕

会場…県立流山青年の家

対象…音楽に関心のある中学

生以上の青少年、指導者

定員…50 人

費用… 食事代( ３ 食分) な ど

1,700 円

申 込み…１月20 日(土) までに、

電話で流山青年の家指導室・

上林0471 ―59 ―2004 番へ

母子・寡婦家庭対象

手芸講習会

l〉日 時… １月28 日 ～３月25 日の

毎週日曜日( ２ 月４日を除く)、

午前９時～午後４時

会場…婦人会館

内容…手編み、その他小物類

費用…無料( 材料費は実費)

持ち物…３号または４号の編

み針、毛糸100  gぐらい、筆記

具、ものさし

申込み…１月26 日(金) までに、

電話で福祉事務所福祉係へ

初級ワープロセミナー

午前９時

～正午

午後1時30分

～４時30分

1/29 (月）

30（火）
Ａコース Ｂコース

1/31 (水）

2/1 (木）
○コース Ｄコース

会場…松戸商工会議所

定員…各コースとも先着10人

費用…15,000円

申込み…費用を添えて松戸商

工会議所(64 ―3111番) へ

市民講座

〉日時…２月８日(木)午前10時

～正午

〉会場…婦人会館

〉内容…｢ 貧窮の詩人一白秋の

葛飾時代｣ 講師＝白秋文学会

会長・中山治雄氏

〉定員…先着100人

〉費用…無料

申込み…電話で市立図書館　

65―5115番へ

社交ダンス

初心者講習会

日時…１月25 日から毎週木曜

日計16 回 、午後６時～８時40

分

会場…八柱市民センターホー

ル

〉費用…４回に付き1,500 円

〉内容…マナー､ 技術の講習(モ

ダン、ラテン 各３種目)

〉定員…男女各先着10 人

〉申込み…１月22 日( 月)午 後６

時から松戸商工会館２階東京

音響サービスセンター( 　63

―4374 番) で

〉詳細…松戸市社交ダンス協会

・清水　64 ―6362 番

こどもの育成指導者養成講座

期　日 内　　　　　容

2/26 (月) 余暇指導

28(水) レクリエーション(歌唱指導)

3/5（月）折り紙実習

６（火）こどもの心理

７（水）紙人形製作実習

10( 土) レクリエーション(ゲーム)

E〉時 間･‥午前10 時～正午( ２月

26 日は 午前９時45分 から)

〉会場…婦人会館 ホールほか

〉定員…先着50 人

〉申込み…電話でこども課管理

係へ

松戸市民吹奏楽団

バレンタインコンサート

〉日時…１月27 日( 土)午 後５時

30分 開場、６時開演

E〉会場…市民会館ホール

〉費用…200 円

〉内容…｢ ニューサウンド・イ

ン・ブ ラス｣ か らバイブレー

ションほか、ディズニーメド

レ ーII

〉詳細… 渡利　65 ―2922 番

スポ

ーツ
新春マラソン大会

雪に親しむ会（スキー）

日時… ２月24 日(土) 午後９時

30分 松戸伊勢丹前集合、25 日

(日) 午後９時帰着予定

〉会場…浅貝スキー場(新 潟県)

〉対象…一般市民

〉費用…10,000 円( 往復バス代

・朝食代・スキー傷害保険料

を含む)

〉定員…先着38 人

〉詳細…松戸市スキー連盟・高

橋　62－1800 番

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

●市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

●小金支所(41)5101# 小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

広報まつど

松戸子ども文庫まつり

日時…２月４日( 日)午 前10 時

～午後４時

〉会場…婦人会館

テーマ…｢゛本〟だきしめたい｣

子 どもの本のすばらしさをさ

がす

〉内容…記念講演会( 講師＝調

府市立東部公民館館長 ・山花

郁子氏) 、 人形劇 一大型紙芝

居・親子読書会・パネルシア

ターなど、原画展

E〉費用…無料

1》詳細…松戸親子読書会・子ど

も文庫連絡会・古山　87 ―50

32 番

松戸市民 演連盟日舞教室

〉日時…１月22日(月)･25日(木)

午 後１時～３時

〉会場…八ヶ崎町会館

〉費用…１回500 円

〉内容… 日本舞踊・新舞踊・民

謡舞踊など、講師＝藤間希代

雅氏

〉詳細…藤岡　45 ―7053 番

新春市民将棋大会

〉日時…２月４日(日)午前10時

から

〉会場･‥市民会館

〉費用…昼食代など1,500円

〉内容…スクラッチ( ５対局、

持ち点制)

＞詳細…松戸将棋愛好会・小河

原　86―1075番

乳がん検診

会　　 場 期　日 受付時間

常　 盤　 平

市民センター

1/25 (木）

2/13 (火）

午
後
1
時

２
時

小　 金　 原

市民センター
1/30  (火）

新　 松　 戸

市民センター

2/1  ( 木）

６（火）

市 民 会 館

2/20（火）

22（ 木）

27（ 火）

レ対象…市内在住の30歳以上の

女性

※今年度市内受託医療機関で受

診した人は受けられません。

費用…100 円( 生活保護世帯

・市民税非課税世帯・老人医

療対象の人は免除)

レ申込み…当日会場で

〉詳細…健康管理課業務係

愛の献血

期日 会　 場 時間 主　 催

1/27

(土)
松戸駅東口

午
前
10
時

～午

後
４

時

松　戸　 市

28

(日)

伊勢円

松戸店 前

松戸
ラィォンズ
ク　ラ　ブ

2/3

(土)
松戸駅東口 松　戸　 市

〉詳細…健康管理課業務係

日時… ２月11 日( 日) 午前８時

～９時受け付け 、午前９時30

分 スタート〔雨天の場合は、

12日( 振 替休日) に延期〕

l〉会場…馬橋小学校

種目…①小学校１～３年生の

男女( 親子同伴競争) 各1km 、

②小学校４～６年生の男女各

3 k111③ 中 学生男女各5  km

〉費 用…無料

l〉申込み…当日会場で

l〉詳細…青少年相談員・石 村　

45―5813 番

市民野球大会

平成２年度参加登録申込

〉日時…２月11日(日)午前９時

～午後３時

〉会場･‥運動公園武道館会議室

1〉費用…年間25,000 円

1〉詳細…野球協会・高野　41 ―

9643 番

家庭婦人初心者卓球教室

【〉日時…１月30 日～３月２日の

毎週火・金曜日、午後１時30

分 ～３時30 分

【〉会場…運動公園体育館卓球室

〉費用…5,000円１回500円

※運動のできる服装で、ラケッ

ト、上履きを持参して下さい。

〉申込み…１月26 日(金) までに、

ハガキに住所・氏名・年齢・

電話番号を書いて、〒271 松

戸 市小根本42-3 野ロビル102

卓 球協会・五十嵐一郎( 　65

－1510 番) へ

初心者テニス教室

l〉日時…２月８日～３月29日の

毎週木曜日、Ａ＝午前９時30

分から、Ｂ＝午前11時30分か

ら、Ｃ＝午後１時30分から

〉会場…栗ケ沢公園庭球場

対象…市内在住の人

費用…5,000円

〉申込み…１月27日(土)までに

往復ハガキに住所・氏名・電

話番号・返信用あて名を記入

して、〒270 松戸市小金原１

― 2―1 松戸市テニス協会・

平木　( 　43―1994番) へ

ソフトバレーボール教室

〉日 時… ２月７日・14 日・21 日

・28 日の 各水曜日、午後１時

～３時

〉会場…常盤平体育館

〉対象…一般市民

※60 歳以上のお年寄りも楽しめ

ます。

〉定員…先着30 人

〉費用…保険料600 円

〉申込み…１月22 日(月) 午前９

時から直接社会体育課の窓口

で

〉詳細…社会体育課指導係

初心者チャレンジ

卓球教室

日 時… ２月10 日(土) 午 後１時

～５時

〉会場…小金原体育館

〉費用…500 円

※運動のできる服装で、ラケッ

ト、上履きを持参して下さい。

家庭婦人卓球連盟加 入者は、

Ｂ クラス以下の人しか申し込

みできません。

〉申込み…２月５日( 月) までに、

ハガキに住所・氏名・年齢・

電話番号を記入して、〒271

松 戸市小根本42－ 3 野ロ ビル

102 卓球 協会・五十嵐一郎( 　

65 ―1510 番) へ

救急医療体制　　 健康 保険証 を忘 れずに ／

◆夜間急病診療所(毎日)･午後8時～11時衛生会館内　　　6HZ56番

◆待機病院( 毎日)･午後5時～午前9時テレホンサービス　啣Ｈ Ⅲ 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時~午後5時ﾃﾚﾎﾝｻｰ ﾋﾞｽ　B66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時衛生会館内065-3430番
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